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論 文 内 容 要 旨
序
麹菌は米 、大麦 、小麦 、大豆な どを原料 と した麹 と呼ぶ固体培養 を行 い、わ
t醗
が国の伝統的醗酵食品である清酒 、味淋 、酢 、味噌 、醤油な どの製造 の際に共
通 して利用 され るガ卿〃y///硲 〃ノ卿8夙 卿〃〃///〃∫5〃 諏 に属す る糸状菌の
一群である。麹菌はこの固体培養 によ り多種類の加水分解酵素 を多量に生産 し、
穀類 、豆類 中に多量 に存在するデ ンプ ン、タンパ ク質 、脂質や細胞の構成成分
で あるペ クチン、ヘ ミセルロース 、セル ロースな どの高分子物質の低分子化 ・
水溶化に関連す る加水分解酵素が注 目され 、これ らの応用 、利用に関す る多数
の研究成果が発表されて いる。
ボ スファターゼは リン酸エステルか ちリン酸を遊離する加水分解酵素であ り、
細胞における リン酸代謝の基礎的役割 を果す酵素である。微生物のボスファタ
ーゼに関連す る研究は細菌
、特に 廊〃タノ沈カノ汐60//を 中心 に発展 し、酵素化
学的性質のほかにボス ファターゼの生産 ・分泌に関連す る遺伝子の解析 も行わ
れ 目覚 ましい発展を遂げている。また酵母では 激86加 ノ蹴 汐586ノ汐'45/擁 を
主要な研究対象 として酵素化学的性質や生産 ・分泌お よび これ らに関連す る遺
伝子の解析 に関す る研究成果 も多い 。
糸状菌は 自然界で有機物の生物分解 を行 う第一次の微生物群であ るが 、糸状
菌ホス ファターゼの研究成果は細菌や酵母に比べ少な く、撚 〃解ワ〃 乙"∫",
,4〃/〃 溜灘 よ り酸性 または塩基性領域で活性 な多成分のホス ファターゼが分
画精製 され 、酵素化学的性質 も明 らかにされた。また 、4協 〃潮,4ノ 撒 〃∠
老 ノ7と媚 混 ∬/!〃/か ら多成分の酸性ホス ファターゼが検 出 ・精製 されてお
り、複雑な酵素組成が示 された 。ホスファターゼは リン酸代謝の基本的酵素で
あるに もか ・わ らず 、麹菌,4〃/卿8,454ノ 潔 のボス ファターゼにつ いての基
礎的研究例が少ない。
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本論文 は麹菌ボス ファターゼ を酸性 ホス ファターゼおよびアル カリ性ホスフ
ァターゼに区分 して検討 し、泌 〃膨845〃 諏 の生産す るホス ファターゼ成
分の精製 を実施 し、それ ぞれの酵素化学的性質を調べ た結果 にっ いて述べた 。
次 にこの酵素化学的性質 を基礎 とした組織化学的方法を用い 、電子顕微鏡観察
による個 々のボスファターゼ成分の菌糸細胞内局在部位について も述べた。
1.麹 菌 の酸性 ボス フ ァタ ーゼ
1-1.麹 菌 酸性 ボス フ ァタ ーゼ(Ac-PMaseI,Ac-PHaseIDの 生産
麹 菌 の一 菌株 浸 〃鞍 ♂A1-5を 低 リン酸 液 体培 地 で振 謹培 養 を行 うと 、培 養
ろ液(exocellular)お よび洗 浄 菌体 の抽 出 液(endocellular)に は 酸性 ホ ス フ ァ
タ ーゼ(Ac-PHase)活 性 がpH2,5-6,5に わ た って 検 出 され た 。両 液の 濃縮 液 を
Seρ為adexG-2GOを 用 いて ゲル ろ 過 す る と 、PH4.O-4.5に 最大 活 性 を しめ す 画分
(Ac-PHaseIと 命 名)と 凶5,5-6.0に 最 大活 性 を示 す画分(AC-PHaseHと
命名)の 二 画 分 に分 別 され 、培 養 ろ 液のAc-PHaseは 括 性 比 でほ ぐ同量 のAc-
PHaseIとIIを 含 ん で いた(Fi9,1)。 菌 体 抽 出液 に は多 量のAc-PHaseI活 性
と極 少 量のAc-PHaseII括 性 を含 み(Fig.2)、 両 液 と も二 種 のAc-PHase活 性 で
構 成 され て い る事 が 認め られ た 。液 体培 地 中 の無 機 リン酸塩 の濃 度 を変 えて リ
ン酸 供給 を制 限状 態 か ら過 剰 と した 条件 下 で,4〃 〃Z形A1ゐ の振 盟培 養 を行 う
と、 リン酸 制 限下 で は 菌体 内外 のAc-PHaseII活 性(Fig,3に はpH5,5で 測
定 したexo-PHase,endo-PHaseと 示 す)が 活 発 で あ り、培 地 の リン酸塩 濃 度 増
加 に よ りAc-PHaseI生 産(Fi9,3に はpH4,0で 測 定 したexo-P酎ase,endo-P陥se
と示 す)が 促 進 されAc-PHaseII生 産 が低 下 した(Fig,3)。
1-2,麹 菌 酸性 ボス フ ァ ターゼ(Ac-PHaSeI,Ac-PHasemの 精 製
麹 菌の 加 水 分解 酵 素 は液 体 培 養 よ り固体 培 養 で効 率 よ く生 産 され る事 か ら 、
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固 体 培 地 と して 麹 菌 の増 殖 も良好 で 酵 素抽 出の 容 易 なパ ン培地 を選 択 した 。パ
ンに リン酸 塩 溶 液 を添加 し、 リ ン酸 量 を強化 した パ ン培 地 で ∠ 〃〃z紹A1-5を
固 体 培養 す る と 、Ac-PHaseIが 多量 に生 産 され た がAc-PHaseIIは 極 少量 の み
生 産 され 、水 の み 加 えた パ ン培地 で 培養 した場 合 は逆 に多 量 のA℃一PHaseIIと
極 少 量 のAc-PHaseIが 生 産 され た 。 これ らの培 養 物 の抽 出 液 を試 料 と してAc-
PHase成 分 の 精 製 を実 施 した 。 リン酸塩 強 化の パ ン培 地 で 増殖 した/託 〃〃 〃 汐A
1-5の 培 養 抽 出 液 を ゲル ろ過(SephdexG-200)す る と 、多 量 のAc-PHaseI画 分
と極 わめ て 少 量 のAc-PHaseII画 分 に分 画 され た 。多量 画分Ac-PHaseIはDEAE
一セ ル ロ ースに よ るイ オ ン交 換 ク ロマ トグ ラフ ィーの 結 果
、主 成 分 のAc-PMase
Ia(Ia)と 従 成 分 のAc-PHaseIb(Ib)に よ り構 成 され て い る事 が 明 らか にな っ
た 。水 のみ 加 えた パ ン培 地 で増 殖 した 承 〃/耀 汐A1-5の 培養 抽 出液 に っ いて 同
様 な ゲル ろ過 を行 った とこ ろ 、 リン酸塩 添加 の 場合 と逆 に 極少 量 のAc一 閉aseI
画 分 と多量 のAc-PHaseII画 分 に分 画 され た 。多 量画 分Ac-PHaseIIはDEAE・ 一
セ ル ロ ース イオ ン交換 ク ロマ トグ ラ フ ィーに よ り従 成 分 のAc-PHaseIla(Ila)
と主 成分 のAc-PHaseIIb(IIb)に 分 離 し、二成 分 で構 成 され て い る事 が明 らか
にな った 。 これ らの 分画 精 製 の結 果 をTableI,IIに 示 したが 、,4〃 聯8A1
-5はIa ,lbお よびIla,IIbの 四成 分 のAc-PHaseを 生 産 し、 リン酸 存在 下 で は
主 と して主 成 分 のIaと 従 成 分のIbを 生産 し、 リン酸 供給 制 限 条件 下 では 主 成分
のIlbと 従 成 分 のIIaを 生 産す る事 が明 らか に な った 。
1-3.精 製 酸 性 ボ ス フ ァ ターゼ の酵 素化 学 的性 質
Ac-PHaseIaとIbの 推定 分 子量 はIa,150,000お よびIb,100、000で あ り、
基質 汐一nitrophenylphosphateに 対 す るKm値 はIa,1.OmH;Ib,0.77mHで
あ った 。両 者 の 酵 素化 学 的性 質 は互 いに 良 く近 似 し、PH4.O-4.5に 最 大活 性
を示 す 非特 異 的Ac-PHaseで あ り、10mHのNaFに よ り完 全 に阻害 され 、 リン酸
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に よ り共 に非 拮 抗 阻害 を受 け る典型 的 なAc-PMaseで あ った 。Ac-PMaseIa ,Ib
は 従 来 よ り報 告 の あ る糸 状 菌Ac-PMaseの 性 質 と良 く類 似 し、糸状 菌 に共 通 して
存 在す るAc-PHaseの 一 種 で あ る事 が 明 らか にな った 。
Ac-PHaseIlaとIlbの 推 定分 子 量 はIla,80,000お よびIlb,66,000で あ り、
互 い に その 酵素 化 学 的性 質 が良 く近 似 した 。IIa,Ilbは 最 適pH5,5-6,0を 示
す 非 特異 的Ac-PHaseで あ り、Ac-PMaseIa,Ibが 分解 不 能 の 〃一phosphoserme
〃一phosphothreonine,〃 一帥osphotyrosine,〃 一phosphoethanolamineを 分 解 す
るが 、Ac-PHaseIa,Ibと 異 な り10mHの 陥Fに よ り全 く阻 害 され な か った 。
〃一nitrophenylphosphateお よび 〃一p㎞osphoserineの 両 基 質 に対 す るIlaのKm
値 は共 に3,3mHで あ り、同様 にHbのKm値 は それ ぞれ1.OmMで あ った 。
IIa,IIbの 汐一nitrophenylPhosPhateに 対 す る酵 素 活性 は リン酸 に よ り混 合 型
阻害 を受 け るこ とか ちAc-PMaseIla,IlbはAc-PHaseIa,Ibと 明瞭 に区別 さ
れ た 。 浸 〃/〃 魚膨 が生 産 す る最適pH6付 近 を示 す リン酸 抑 制型Ac-PHaseで
あ るphosphataseVは 分 子 量100,000、 〃一phOsphSerineを 分 解 しAc-PHaSe
IIa,IIbの 酵 素 化 学 的性 質 と類 似す る がPhosPhataseVはNaFに よ り活 性 化 さ
れ る事 か らIla,Ilbと 区別 され た 。また 最適PH5,6を しめ す 〃6/75"の
Ac-PHaseはO.75mHの 層aFに よ り強 く阻害 され る点 で 、Ac-PHaseIla,Ilbと
明 瞭 に 区別 で きた 。以 上 の結 果 か ら 、Ac-P胎seIla,Ilbは リ ン酸 に よ り生 産
抑制 を受 け 、 リン酸 供 給制 限条 件 下 で!翻 膨 〃A1-5が 生 産す るAc-PHaseで
あ り、その 主 要 成分 はIIbで あ るが 、そ の酵 素 化学 的性 質 か ら従 来 の報 告 に見
当た ちな い糸 状 菌 の新 規 なAc-PMaseで あ る事 を明 らか に した 。
4〃 π ∂A1-5が 生 産す る主 要 なAc-PHaseIa,Ilbと 、前 記 の 糸状 菌 のAc-
P展aseの 性 質 を相 互 に比較 した 結 果 をTableIIIに 示 した 。
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1-4,麹 菌 酸性 ホ ス フ ァタ ーゼの 菌 糸細 胞 内 にお け る局 在
固定 処 理 を行 った ∠ 〃膨6A1-5の 菌 糸細 胞 を用 い 、基 質 リン酸 エ ス テル と
Pb塩 の 共 存 の下 で菌 体 を用 いた酵 素 反 応 を行 い 、酵素 反 応 に よ り遊 離 した リン
酸 をPb塩 と して 、菌 糸細 胞 内 のAc-PHase活 性 の 存 在部 位 に 沈着 させ るBarka,
Andersonの 組織 化 学 的酵 素 染 色法 を実 施 し、菌 糸 細胞 中のAc一 四ase局 在 部位 の
電 子 顕 微鏡 観 察 を行 った 。 この場 合 、酵素 染 色 反応 に用 い る菌体 は リン酸 量 の
異 な る培 地 で培 養 して菌 体 中のAC-PHaseIとIiの 活 性 比 を変化 させ た 。 さら
に菌 体 の 酵素 反 応 で はAc-PMaseIとAc-PHaseIIの 最 適pHの 差 と 、Ac-PHase
Iの 酵 素 活性 に対 す るNaFの 阻害 性 を利用 して,Ac-PMaseIとAc-P隔seII活
性 を分 別す る酵 素反 応 を行 いPb塩 の 沈着 を計 った 。 その 結果 、高 リン酸 培 地 で
培 養 した,4〃 脚 汐A1-5の 菌体 のAc-PMaseIは 菌 糸細 胞 の細 胞 壁 外 側表 面 に散
在 して(反 応 結 果 が穎 粒 状)存 在 す る もの と考 え られ た(Fig.4)。 また この 菌
体 にお いて はAc-PHaseII活 性 が ま った く検 出 され な か った(Fig.5)。 リン酸
供 給 制 限条 件 下 で 増殖 した/凱 〃纏 汐A1-5の 菌 糸細 胞 で はAc-PHaseIとIIが
細胞 壁 外 側表 面 に共存 して 存在 し(Figs.6-7)、 またAc-PHaseIIは 菌 糸細 胞 の
側 面 か ら隔壁 に連 続す る細 胞膜 外 側 表面 に も連続 した 薄層 と して 検 出 され 、 ま
た部 分 的 に はperipiasm領 域 に も同 様 に観 察 され た(Fig,7)。
H,麹 菌 アル カ リ性 ボ ス フ ァタ ーゼ
H-1,麹 菌 アル カ リ性 ホ ス フ ァタ ーゼ(AI-PHaseI、H、mの 精製
パ ン に水 のみ 加 えて調 製 したパ ン培地 に 、,4〃 卿 βA1-5を30℃ で 培養 す る
と培 養 物 の抽 出液 中 にpH9.O-9.5に 最大 活 性 を示 す アル カ リ性 ホ ス フ ァタ ーゼ
(Al-PHase)活 性 が 容易 に検 出 され る 。,4〃:卿 〃A1-5に つ い て30℃ 、五 日間 の
パ ン培 養 を行 い 、培養 物 か ら調 製 した抽 出液 に つ いてDEAE一 セル ロ ース イオ ン
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交 換 クロ マ トグ ラ フ ィー一及 びSephadexG-200ゲ ル ろ過 を基礎 とす るAl-PHase
の 精製 を実 施 した 。精製 の 経 過 と結 果 をIabieIVに 示 したが 、精 製 に よ りAl-
PHaseI、H、 皿 と命 名 した 三 成 分 のAI-PHaseが 得 ちれ た 。Al-PMase∬ は 精製
率180倍 、収率34%に 精 製 され 、精 製 の経 過 か ら泌 〃〃π 汐A1-5のAl-PHase活
性 の 主 要 な 多 量 成分 と考 え られ 、同 様 に 皿は 精製 率136倍 、収率19%で 少 量 成
分 で あ り、1は 精 製 率18倍 、収 率1.3%の 微 量 成分 で あ る事 が明 らか にな った 。
H-2.麹 菌 アル カ リ性 ボ ス フ ァ タ ーゼ の酵 素 化学 的 性質
Ai-PHaselは 推 定 分子 量113,000、 最 適pH8,〃 一nitrophelMphosphateに
2+2+対 す るKm値 は2
.O酬 、Ca で 活 性 化 され 、Hg と リン酸 に よ り拮 抗 阻害 を受
け る非特 異 的 なAI-PHaseで あ り、AI-PHaseH、 皿に比 べ分 解 可能 な 基 質の 種 類
も少 な く、特 に5'一ribonUcieotideよ り2'(3')ザibonucieotideの 分 解能 が 高 く 、
ribonucIeotideに 対 す る選 択 性 が 認め られ る等 の特 徴 あ る性質 を示 した 。 これ
らのA}一PHase工 の性 質 は 従来 よ り報 告 され て いる糸 状菌Al-PHaseの 性 質 と明 ら
か に異 な り、麹菌,4〃 曜 汐A1-5が 生 産 す る新 たなAl-PHaseと 考 え られ る。
AI-PHaselは4〃 岬 汐A1-5の 生 産 す る主 要 なAl-PMase成 分 で あ り、推定
分 子 量113,000、 最 適pH9.0-9,5,乃nitropheny巾hoSohateに 対 す るKm値
2+ で 活性 化 され
、 リン酸 に よ り拮 抗 阻害 を受 け 、陥FおはO.41耐 で あ り、聰
よびEDTAに よ り強 く阻 害 され る非 特 異 的A!一PHaseで あ り、糸状 菌 に共通 して 存
在 す るAl-PHaseの 一 種 と考 え られ る 。
Al-P"ase皿 は推 定 分 子 量150,000、 最 適pHIO,ク ーnitrophenylphosphate
に対 す るKm債 はO,17mMで 、Hg2+、Ca2+に よ り活 性化 され 、その 酵素 活 性
は[DTAの 影 響 を受 けな いが 、 リン酸 に よ り拮 抗 阻害 を受 け る点 で,4〃 ノ勿 〃〃5
が生 産 す るphosphataseIに 酵 素 化 学 的性 質 が 良 く類 似 した 。phosphataseI
はPH8とPH10の 二 点 に最 適pHが あ り、EDTAに よ り強 く阻害 され るが 、
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4〃 脚 タA1-5のAI-PMaSe皿 は最 適pH10を 示 し、5酬 のEDTAに よ って も全 く
阻害 され な い点 で 異な る 。 これ らの 事実 か ら、Al-PMase皿 は!託 〃脚8A1-5に
よ り生 産 され 、従来 の 糸 状 菌のAi-PHaseと 異な った 性質 を しめす 糸状 菌 の 新 規
なAl-PMaseと 考 え られ る 。AI-PMasel、1、 皿と既 に報 告 の あ る他 の 糸状 菌 の
AI-PHaseの 性 質 を比 較 した結 果 をTableV,に 示 した 。
H-3麹 菌アルカ リ性ボス ファターゼの菌糸細胞における局在
酸性ボスファターゼ(Ac-PHase)の 場合 と同様 に、Pb塩 の沈着 を基礎 とす る組
織化学的酵素染色 につ いてMayaharaの 培地 を用 い、低 リン酸液体培地で振還培
養 を行い 、,4〃膨 〃A1-5の 菌糸細胞におけるAl-PHaseの 細胞内存在部位にっ
いて電子顕微鏡に よる観察 を行った。A}一PHaseは 細胞壁外側表面 に穎粒状に検
出された(Fig.8)が 、菌糸側面か ら隔壁に連続す る細胞膜の外側表面 に小穎粒
状 、または連続す る薄層状(臼9,9)と して も観察 された 。さらに細胞質中の核
内部の核小体(仁)お よび細胞質内の小穎粒 にも検出(臼9S,10-11>さ れ 、そ
の存在部位は多様であった 。
Al-PHaseの 存在様式が多様であることは4〃 膨 汐A1-5のAl-PHase組 成が
三成分で あ り、それ ぞれ 特徴のある酵素化学的性質 にもとず いた酵素分別染色
反応 を構成することが出来ず 、総括的にPb塩 の沈着反応 をpH9.5で 行 った結
果であ り、三成分のAI-PHase活 性それぞれ に対応す る局在 部位は特定す るこ と
は出来なか ったが、菌糸細胞においてAI-PHaseは 局在する事 を明 らかに した 。
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要 約
1.'4躍 〃ヲ///〃5〃 〃"汐A1-5の 培 養物 か らAC-PHaseIa,Ib ,Ha、lIbお
よびAl-PMasel、H、 皿と呼ぶ 七 成 分 の ホ ス フ ァタ ー一ゼ を部 分精 製 した 。
2,Ac-PHaseIa,お よびAc-PHaseIlb、AI-PHaseHは 承 〃:κ々 8A1-5が 生 産
す る主 要 な ボ ス フ ァ ター ゼ成分 で あ り、Ai-P隙se皿 は少 量 成分 、Ac-PHaseIb
お よびAc-PHaseIIaとAl-PMaselは 微 量成 分 で あ る こ と を明 らか に した 。
3,Ac-PHaseIaとIbま た はAc-PHaseHaとIlbは それ ぞれ 互 い に酵 素
化学 的 性質 が極 め て 良 く近似 し、 泌 〃〃"汐A1-5の 培 養 物 が示 す み か けの ホ ス
フ ァタ ーゼ活 性 の性 質 はAc-PHaseIaま たはIIbお よびAl-PHaseHに よ る事 を
明 らか に した 。
4,Ac-PHasel、IIお よびAトPHase∬ 、 皿に相 当す るボ ス フ ァタ …ゼは 麹 菌
泌 〃膨8,45〃 勿 に共 通 して 生 産 され る と推 定 した 。
5.Ac-PHaseIお よびAFPHaseHは 培地 中 に無機 リン酸 塩 が常 に存 在 して も
泌 〃/脚8A1-5に よ り生 産 され る構 成 的 ホス フ ァ ターゼ で あ り、そ れ ぞれ の 酵
素 化学 的 性 質 は従 来 よ り報 告 の あ る糸状 菌 に共 通す るAc-PHaseお よびAl-PHase
の 一群 に属 す る事 を明 らか に した 。
6.Ac-PHaseII及 びAl-PHase皿 は リン酸 供 給制 限 下 で ズ 〃鱗 〃A1-5に よ
り生 産 され る リン酸 抑 制型 ホス フ ァ タ ーゼで あ り、それ ぞれ の酵 素 化学 的 性 質
か ら従 来 の 報告 に見 られ な い糸 状 菌 の新 規 なAc-PMaseお よびAI-PMaseで あ る こ
とを指 摘 した 。
7.Ac-P図aseI,Hお よびAl-PNaseの 一 部 は,4〃 郷 汐A1-5の 菌 糸細 胞 の 細
胞 壁 の 外 側表 面 に存 在 し 、Ac-PHaseIIとAl-PHaseは 隔 壁部 を含 む 細胞 膜 の 外
側 表 面 に も検 出 され た が 、Ac-PHasel,IIは 細 胞質 内 には 検 出 され な い。一 方




ducedbyノ グ鋸 「〃///45〃 ノ泌1〃,、/6告 シz,吻 ク/ノ91!よ ノ'nク/Z～/,16,335一嚇
X39(1970),
2.N.Wakao,Y.Sakurai,H.ShiotaandI.Tanimura:CytochemicalI_ocali-
zationofAcidandAlkallnePhosphatases}n,45ン ク6『ノγ///〃 『 〃/ン猛 フ潔
ノ ∠彩rzろ 砺 ク/ノ タン♂/をク2クノセブZ,21,233-249(1975),w
3,Y、Sakul、aiandH,Shiota:TwoDistinctTypesofAcidPhosphatase





4、壕ク6r〃///〃;∫ 〃/μ タ8ノ 吻 ク/ノ%'♂ 宕nク/〃/,26,315-329(1980),砿
5.N.Wakao,Y.Sakurai,H.ShiotaandK.Yonehara:CytachemicalStｫdies
EmployingX-RayMicroanalysisonAcidandAlkalinePhosphatases
in/15ン フ汐ノ膨7ノノ/"5'〃 ノ.彫 汐,吻1/'/乙 ∠9/〃/磁 躍1,44,447-450(1980),嚇
6,Y,Sakur、al,K.TodaandH.Shlota:暦ultlPleFoPmsandSomePr、oper'一




参 考 論 文
1.K.Ohtsuki,Y.SakuraiandN.Shiota:ThreeDistinctFormsofAryl-









4.櫻 井 米 吉 、 塩 田 日 出 夫:固 形 物 上 に お け る 麹 菌 の 増 殖 と 分 生 胞 子 着 生 に
お よ ぼ す 温 度 ・水 分 活 性 の 影 響,醸 協,76,129-133(1981).w
5,Y,Sakur・ai,S.Hisawa'andH,Shlota:Gr・owthandRespil・atoryActivity












Fiq匿1rGd【 亀ヒrationchromaヒogrornofexocol[ularacldρho5ρhaヒ ロsε ρrεparadon.
_Exdロ く=昌σnσfe3chfractb口aヒ280rη μ(ε,●o)、
一 〇 一Phosphatコ5巴activiしyaしpH4.0,一 〇一phosphaこ コ5eacdvity5tpH5,5.Pho5・













































、、、二}9'3'琢.一andend。-PMasef。ma・i・ …d一 ・・gPI・ ・n一 ・… 平 ・・






伽w勢 職》粍 幅 ・融.蝉 伽 轟 礁
養麟 。 、 灘 ・
響拶 糟
。 メ幽 轟甑








































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































審 査 結 果 の 要 旨
我 が 国 の 伝 統 的 発 酵 食 品 で あ る清 酒,味 り ん,酢,味 噌,し ょ う油 等 の 製 造 で は 麹 菌
Aspergi11usoryzae,Asolaeを 穀 類,豆 類 に 固体 培 養 し'麹 を 作 り利 用 され る・麹 菌 は これ らの 目
的 の た め,我 が 国 に お い て歴 史 的 に 保 存 され て きた特 徴 の あ る糸 状 菌 で あ る。 ホ ス フ ァ タ ーゼ は
リソ酸 エ ス テ ル か ら リン酸 を 遊 離 す る加 水 分 解酵 素 で あ り,細 胞 の リン酸 代 謝 に 関 連 す る酵 素 で
あ るが,麹 菌 ホ ス フ ァタ ー ゼに つ い て の 基礎 的研 究例 は少 な い。:本研 究 は麹 菌 ホ ス フ ァタ ーゼ を
酸 性 お よび ア ル カ リ性 ボ ス フ ァタ ーゼ に 区分 して ホ ス フ ァ ター ゼ成 分 の 精 製 を 行 な い,そ の 酵 素
化 学 的性 質 を調 べ,さ らに そ れ ぞ れ の 酵 素 化学 的性 質 を基 礎 と した 組織 化 学 的 方 法 に よ り,ホ ス
フ ァ ター ゼ活 性 の菌 糸 細 胞 内局 在 部 位 を電 子 顕 微 鏡 で観 察 し,以 下 の結 果 を 得 た 。
A,oryzaeA1-5の 培 養 物 か ら 四 成 分 の 酸 性 ホ ス フ ァ タ ー ゼ(Ac-PMaseIa,Ib,na,
Hb)お よび三 成 分 の ア ル カ リ性 ホ ス フ ァ タ ー ゼ(A1-PMaseI,H,皿)を 分 画 精 製 した 。
Ac-PMaseIa,Hbお よびA1-PMasenはAoryzaeA1-5が 生産 す る主 要 成 分 で あ り,一
方Al-PMase皿 は 少 量成 分 で,Ac-PMaseIb,Iaお よびAI-PMaseIは 微 量 成 分 で あ っ
た 。Ac-PMaseIa,Ibま た はHa,Hbの 相 互 の酵 素 化 学 的 性 質 は 良 く類 似 し,Ac-PMaseI
また はnと して包 括 で きた 。Ac-PMaseIと 今1-PMaseHは そ の 酵 素 化 学 的 性 質 か ら,糸 状 菌
に 共 通 し て 生 産 され る 構 成 的 ホ ス フ ァタ ー ゼ の 一 群 に 属 す る こ と を 明 ら か に し た 。 ま た,
Ac-PMasenお よびA1-PMase皿 はそ の酵 素 化 学 的 性 質 か ら従来 の報 告 に な い 糸 状 菌 の 新 規
な ホス フ ァ ター ゼ で あ る こ とを 明 らか に し,と もに リン酸 供 給 制 限 下 で 生 産 され る リソ酸 抑制 型
ホ ス フ ァタ ーゼ で あ る こ とを 明 らか に した 。Ac-PMaseI,nお よびA1-PMaseは 菌 糸 細 胞 の
細 胞 壁 外 側 表 面 に 局 在 す るが,Ac-PMaseIとA1-PMaseは 隔 壁 部 を含 む細 胞 膜 外 側 に も一
検 出 され た 。 ま た,Al-PMaseは 核 小 体 や 細 胞 質 内 の 名 称 不 明 な 小 穎 粒 に も 検 出 さ れ た が,
Ac-PMaseIとnは 細胞 質 内 に検 出 され な か った 。
以 上 の 業 績 は,従 来 充 分 研 究 され てい な か った 麹菌 の酸 性 ホ ス フ ァ タ ー ゼ,ア ル カ リ性 ホ ス
フ ァタ ーゼ を 七成 分 に 分画 してそ の酵 素 化 学 的 性 質 を 詳細 に調 べ,そ の うち酸 性 ホ ス フ ァタ ー ゼ
お よび アル カ リ性 ホ ス フ ァタ ー ゼの そ れ ぞ れ の 一成 分 が従 来 の報 告 に な い新 規 な ホ ス フ ァ タ ーゼ
で あ る こ とを 明 らか に し,さ らに,こ れ ら酸 性 ホ ス フ ァ ター ゼ,ア ル カ リ性 ホ ス フ ァタ ー ゼの 菌
糸 細 胞 内局 在 部位 を組 織 化 学 的 方 法 に よ り明 らか に した もの で あ り,わ が 国 の伝 統 的 食 品 製 造 に
使 用 され る麹 菌 に 関 して基 礎 的 知 見 を与 え る もの で あ り農 学博 士 の称 号 を授 与 す る に値 す る もの
と判 定 した。
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